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共立電子産業(株) デジット主催 マイコン製作会stmota_lcd1

プログラムは
『stmota_lcd1』です。

I/O基板『STMOTA_2670D』
部品実装図

R4D 1kΩ
R3D 1kΩ

ロータリーエンコーダ
(EVR112V-020)

LED1D,
LED2D LED(赤)

R1D 20Ω 5W

R2D
20Ω 5W

5Vを接続

168トレーニング
ボード上の
VCC/INに接続

IC1D
NJM2670D2

トレーニングボードと組み合わせる
マイコン製作会I/O基板(原寸大)
基板の型番:STMOTA_2670D

NJM2670D2によるステッピングモータの駆動
(バイポーラタイプ)

概要

デジットの『AVR ATmega168トレーニングボード』とマイコン製作会I/O基板

『STMOTA_2670D』を組み合わせて、バイポーラタイプのステッピングモータ

の回転を制御する回路実験です。

プログラムは『stmota_lcd1』です。

PD6～PD7でロータリーエンコーダの出力を読み取って回転速度を設定、

Port Cでステッピングモータ駆動回路を制御します。

PD0のタクトスイッチを押すと時計方向に回転、PD1のタクトスイッチを押すと停止、

PD2のタクトスイッチを押すと反時計方向に回転します。

操作の仕方はPort Bに接続したLCDディスプレイに表示されます。

部品リスト
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プログラムは

stmota_lcd1 です。ロータリーエンコーダ
EVM112D-020
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回路図
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I/O基板とマイコンボードの接続図
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